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国内初 バイオマスマーク認定を取得したディーゼルエンジンオイル 
『コスモディーゼル“カーボニュート”10W-30』を商品化 

コスモエネルギーホールディングス株式会社（代表取締役社長：桐山 浩）のグループ
会社であるコスモ石油ルブリカンツ株式会社（代表取締役社長：関島 実、以下「当社」）
は、植物由来のベースオイルの含有率が 80％以上のディーゼルエンジンオイル『コスモデ
ィーゼル“カーボニュート”10Ｗ-30』の開発に成功し、「バイオマスマーク（バイオマス度
80％）※１」認定を取得したことをお知らせします。ディーゼルエンジンオイルがバイオマ
スマーク認定を取得するのは、本製品が国内で初めてとなります。

当社は、コスモエネルギーグループの一員として「2050年カーボンネットゼロ」の実現
を目指しており、カーボンニュートラル・CO2排出量削減に寄与する、植物由来のベース
オイルを使用した潤滑油の新製品開発を積極的に進めています。
この度、石油資源の節約と、廃棄時に発生する温室効果ガスの削減を行うべく、本製品

を開発しました。通常、潤滑油を廃棄（焼却）する際には CO2が発生しますが、本製品中
の植物由来成分は成長過程で CO2を吸収しているため、ライフサイクル全体では大気中の
CO2増加を抑制できます。これにより従来の石油由来製品と比較して、CO2排出低減に繋
がります。 
現在、すでに自社工場での生産開始に向け試製を完了しており、2022年 8月より販売

を開始する予定です。また、エンジン試験においては、市販の最高級合成系ディーゼルエ
ンジンオイルと同等レベルの性能を有する結果を得ており、大手ユーザーと共同での実車
試験を検討しています。

当社は、植物由来のベースオイルを利用した潤滑油製品を「カーボニュート（Carbone
ut）シリーズ」と位置づけ、今後、自動車用・農業用・工業用などの様々な新製品の開発
と商品化に取り組んでまいります。 



※１：一般社団法人日本有機資源協会が認定する「バイオマスマーク」は生物

由来の資源（バイオマス）を活用し、品質及び安全性が関連する法規、基準、

規格等に適合している環境商品の目印です。

https://www.jora.jp/biomassmark/ 

 
 
 
『コスモディーゼル“カーボニュート”10Ｗ-30』の代表性状 
（植物由来のベースオイル含有率 80％以上） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※代表性状は商品の改訂により、予告せずに変わる場合があります。（2022年 5月現在） 

 

以上 

試験項目 
コスモディーゼル 
“カーボニュート” 

SAEエンジン油粘度分類 10W-30 

引火点 (COC) ℃ 240 

密度 (15℃) g/cm3 0.864 

色 (ASTM) L3.0 

動粘度 (40℃) mm2/s 60.0 

   (100℃) mm2/s 10.0 

粘度指数 154 

流動点 ℃ -30.0 

硫酸灰分 mass % 1.0 

酸価 mg KOH/g 2.7 

塩基価(塩酸法) mg KOH/g 7.3 

【本件に関するお問い合わせ先】 
コスモエネルギーホールディングス株式会社 

コーポレートコミュニケーション部 広報グループ 山田・野田 
TEL 03-3798-3101 FAX 03-3798-3841 

 

https://www.jora.jp/biomassmark/

